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代表者（監督）会議資料
　　　　　　　

１．競技上の注意ならびに大会運営規定
　（１）令和３年度（公財）日本バドミントン協会競技規則ならびに本大会要項による。
　（２）団体戦、個人戦ともトーナメント方式で行う。
個人戦は３位決定戦を行う。第２代表決定戦は行わない。
　（３）すべてのゲーム中に、一方のサイドのスコアが１１点になった時、６０秒を超えないインターバル を認める。第１ゲームと第２ゲームの間、第２ゲームと第３ゲームの間に１２０秒を超えないインターバルを認める。

　（４）シャトルがインプレーでないときに限り、プレイヤーはマッチ（試合）中のアドバイスを受けることができる。プレイヤーはインターバルを除き、マッチ（試合）中、主審の許可なしにコートを離れてはならない。

　（５）選手以外でベンチ入りできるのは、エントリーされた監督及びコーチまたはマネージャーの２名とする。外部コーチの場合は外部コーチ確認書を提出する。但し、団体戦との重複出場の個人戦出場者の場合は、監督と共に登録してあるコーチまたはマネージャー及び選手のうち１名はベンチ入りすることができる。

　（６）試合中の給水については、スクイズボトル等、キャップの付いた床面に水滴が落ちないものを使用する。

　（７）使用シャトルは、日本バドミントン協会検定合格水鳥球を支給する。全球支給とする。
　（８）団体戦のオーダーは、オーダー交換の規定の時間に提出する。それ以降についてはオーダー提出のコール後、すみやかに提出する。監督はオーダー交換所へ集合し、両者そろったところで本部提出用と対戦相手用の２種類を本部へ提出する。開封し、確認後、相手校のオーダーを監督に渡す。なお、提出後の変更は認めない。

　（９）オーダー提出がなかったり、試合開始時に集合しなかったりした場合は棄権とみなすことがある。
（放送に注意すること）

　（１０）競技開始時刻やコート番号はすべてタイムテーブルによるコート固定で試合を行う。しかし、進行状況に応じて、開始時刻やコート番号を変更したり、２つのコートで同時に試合を行ったりする場合もあるので場内放送に注意すること。

　（１１）コートは１０面用意する。空きコートについては、初回戦の試合進行が遅れた時に開く場合がある。
  （１２）各試合前の練習は団体戦・個人戦とも試合前３分間行う。（３分間の練習時間ではなく、３分後に試合が始められるように準備すること）
２．審判上の注意
　（１）審判員は主審１名、線審２名、得点板１名で行う。決勝戦のみサービスジャッジを置く。
　（２）抗議は一切認めない。それとおぼしき行為も慎むこと。審判員の判定に対して疑問がある場合には次のサービスがなされる前に、「質問」をすることができる。ここで質問できる者は、団体戦では　当該プレイヤーと監督、個人戦ではプレイヤーに限る。

　（３）次のような行為は禁止する。

　　　① 試合中みだりにコートを離れること。

　    ② サービスを極端に遅らせること。

　　　③ 相手を威圧するような行為。

      ④ プレーを故意に中断すること。

      ⑤ 見苦しい服装でプレーすること。
　　　　　（シャツに関しては、試合開始時のあいさつ時は必ず入れるようにすること）
　　　⑥ ミスしたときなどに、ラケットでネットをたたくなどのマナーの悪い行為。

　　　⑦ 審判員に対して横柄な態度をとること。

        以上のような行為については、審判は違反したサイドに警告を与え、一度警告を受けた後、再び違       反した場合は、そのサイドをフォルトとする。

　（４）試合中にモバイル機器（タブレット・携帯電話等）を使用したアドバイス・コーチングは禁止する。

３．開閉会式・表彰について
　（１）開・閉会式は行わない。表彰式も行わず、試合終了後準備ができ次第、賞状・メダルを渡す。

４．その他の連絡事項
　（１）体育館フロアの履物は「屋内用」、観客席については特に指定はないため「屋内用」「屋外用」どちらでも可能とする。

　（２）コート脇のかごは感染対策のため、今大会は使用しない。自分のバッグを持ち込み、交換用ラケット、タオル、水筒、滑り止め剤、氷嚢などを入れてコートサイドに持ち込む。
(水筒や氷嚢の水滴がフロアに落ちることの無いように注意すること)
  （３）昼食のための時間は設けない。飲食は観客席でとることは可能。その際のゴミや空き容器などは各学校で責任をもって処理する。

　（５）貴重品は、必ず各学校または各自で管理する。
　★　新型コロナウイルス対策については、東海中体連から出された対策マニュアルと、静岡県の対策マニ
ュアル(別紙)をもとに行う。両方のマニュアルに目を通しておくこと。
